
中部支部報告 
岐阜県の道路被災（国・県）を中心に 

中部支部災害調査団 団長沢田和秀（岐阜大学） 
土木学会中部支部合同 

降雨 6月26日～7月8日 



1

平成３０年７月１１日　11：00　現在

H30.7.6(金)

(一)谷高山線

高山市中切 地内

土砂流出

H30.7.6(金)

(主)高山上宝線

高山市上宝町鼠餅 地内

橋台背面崩壊

H30.6.30(土)

(一)鼠餅古川線

高山市丹生川町森部 地内

路側崩壊

H30.7.6(金)

(主)高山上宝線

高山市丹生川町折敷地 地内

法面崩壊

H30.7.7(土) ※H30.7.10通行止解除

(主)乗鞍公園線

高山市丹生川町畳平 地内

法面崩壊

H30.6.30(土)

(一)宮清見線

高山市清見町楢谷 地内

路肩破損、舗装損傷

H30.7.7(土) ※H30.7.8片側交互通行

(国)２５７号

下呂市馬瀬数河 地内

路側崩壊

H30.7.7(土)

(主)下呂小坂線

下呂市小坂町大島 地内

土砂流出

H30.7.8(日)

(主)下呂白川線

下呂市夏焼 地内

土砂流出

H30.7.8(日) ※H30.7.10片側交互通行

(国)２５６号

加茂郡白川町白山 地内

土砂流出

H30.7.8(日)

(主)関金山線

下呂市金山町菅田桐洞 地内

路側決壊

H30.7.8(日)

(主)金山上之保線

関市上之保 地内

路側決壊、舗装流出

H30.7.8(日)

(一)大原富之保線

関市富之保 地内

法面崩壊

H30.7.7(土) ※H30.7.8片側交互通行

(国)３６０号

飛騨市宮川町打保 地内

土砂流出（ＪＲ影響）

H30.7.7(土) ※H30.7.8片側交互通行

(国)４７１号

飛騨市古川町野口 地内

土砂流出

H30.7.8(日)

(主)神岡河合線

飛騨市河合町月ヶ瀬 地内

法面崩壊

H30.7.8(日)

(国)１５６号

大野郡白川村尾神 地内

スノーシェッド上部崩落

H30.7.7(土)

(国)１５６号

高山市荘川町海上 地内

法面崩壊

H30.7.6(金) ※H30.7.10片側交互通行

(国)１５６号

高山市荘川町野々俣 地内

土砂流出

H30.7.7(土)

(国)１５６号

郡上市高鷲町正ヶ洞（大鷲） 地内

山留ブロックはらみ出し

H30.7.5(木)

(一)惣則高鷲線

高山市荘川町惣則 地内

路面破損

H30.7.6(金)

(一)鮎立恩地線

郡上市高鷲町鮎立 地内

法面崩壊

H30.7.4(水) ※H30.7.10片側交互通行

(国)１５６号

郡上市白鳥町歩岐島 地内

法面崩壊（山留ブロック崩壊）

H30.7.7(土)

(国)１５８号

郡上市白鳥町向小駄良 地内

土砂流出

H30.7.2(月)

(一)藤橋池田線

揖斐郡揖斐川町上野 地内

路側崩壊

H30.7.8(日)

(国)１５７号

本巣市根尾能郷 地内

路側決壊、土砂流出

H30.7.7(土)

(一)神崎高富線

山県市神崎 地内

路側崩壊

H30.7.1(日)

(主)山東本巣線

揖斐郡揖斐川町外津汲 地内

土砂流出

(国)360号 打保

(主)神岡河合線 月ヶ瀬

(国)１５６号 尾神

(国)１５６号 歩岐島

(国)１５６号 正が洞（大鷲）

(国)１５７号 根尾能郷

(主)山東本巣線 外津汲

(一)神崎高富線 神崎

(主)高山上宝線 鼠餅

(主)高山上宝線 折敷地

(主)乗鞍公園線 畳平

(主)古川清見線 夏厩

(主)関金山線 菅田桐洞

(主)下呂白川線 夏焼

(主)金山上之保線 上之保

H30.7.7(土)

(主)古川清見線

飛騨市古川町夏厩 地内

法面崩壊

H30.7.10(火)

(一)宮清見線

高山市一之宮町奥 地内

路側崩壊

(一)宮清見線 奥

H30.6.28(木) ※河川災

(一)濁河温泉線

下呂市小坂町落合 地内

路側崩壊（特殊堤下部崩壊）

(一)濁河温泉線 落合 ※河川災

H30.7.6(金)

(主)高山上宝線

高山市上宝町鼠餅 地内

法面崩壊、路側崩壊

太枠線

7/10 沢田視察箇所

【凡例】

災害(通 行 止)

災害(片側交互)

災害(規制なし)

直轄の災害

国道県道の主な被災箇所 



1. 国道県道のほか、市町村道、農林道、砂防施設、治山
施設の被災がある 

2. 比較的強い長時間の降雨が引き金となって土砂が流
出したところが多い 

3. 集水地形のとおりに、降雨が供給された 
4. 普段水が来ないような地形であっても、水の供給量が

多いと、水の通り道になり得る 
5. 何らかの理由で、集水枡が詰まってあふれる場所があ

り、あふれた水が周辺に影響を及ぼしている場合もあ
る 

 
調査では、災害に関するデータを残すだけでなく、今後も
起こりうる降雨による地盤災害に「備える」ために、どのよ
うに情報を残すかを考える。 



１．国道、県管理道の他に市町村道、農林道、砂防施設、
治山施設の被災がある。単独でなく、治山と道路、治山と
砂防といった、管理主体を横断する被災箇所がある 
 
• 崩壊上部は治山事業（源頭部の残存不安定土・岩の

把握とその対処方策） 
• 流下経路は砂防事業（沢部の残存不安定土・岩の把

握、沢部周辺地山の残存不安定土・岩の把握とその対
処方策） 

• 道路や家屋などの保全対象に対する対策（国、自治
体）などといった、行政をまたぐ緊急対応、応急復旧、
恒久復旧 

  
これらに対し、地盤工学の立場でどのような情報を残すべ
きかを考えておく必要がある。 
 
 
 



国道１５６号美濃市曽代 
７月８日発生 



• 崩壊源頭部は、国道156号より比高にして約50m上部 
• 元々くぼ地地形を呈しているが、旧地すべり地形ではない

と判断。沢部には塊状チャートに破砕帯がみられ、特に左
岸側の風化が激しい 

• 崩壊土量は500m3弱と推定。残存する沢部および源頭部

の不安定土量を土検棒を用いた貫入試験により推定。そ
の結果、最大で400m3の不安定土量が推定できた。 

• 現在、道路を片側通行規制し、道路に、2段積み大型土の

うのポケットを確保して、この不安定土量の捕捉を可能とし
ている。 

• 応急対策として、上部沢部に3箇所の簡易ネットを設置。そ

の後、不安定土量の補足が可能となった後、道路を全面解
放する。その際、ネットに土石流センサー、臨時の降雨計を
設置し、暫定雨量規制区間として対応。 

 
この例でも、治山、砂防、長良川鉄道、直轄国道の密な緊急
連携が図られました。 



JR高山線 

砂防事業 

治山事業 

その他の例 
６月２９日発生（下呂市） 



日本気象協会ホームページより 

２．比較的強い長時間の降雨が引き金となって土砂が流
出したところが多いと考えられる 

7月4日 



日本気象協会ホームページより 

２．比較的強い長時間の降雨が引き金となって土砂が流
出したところが多いと考えられる 

7月5日 



日本気象協会ホームページより 

２．比較的強い長時間の降雨が引き金となって土砂が流
出したところが多いと考えられる 

7月6日 



日本気象協会ホームページより 

２．比較的強い長時間の降雨が引き金となって土砂が流
出したところが多いと考えられる 

7月7日 



日本気象協会ホームページより 

２．比較的強い長時間の降雨が引き金となって土砂が流
出したところが多いと考えられる 

7月8日 



日本気象協会ホームページより 

２．比較的強い長時間の降雨が引き金となって土砂が流
出したところが多いと考えられる 

7月9日 



雨量の多いところでは 
24時間最大で200mmを 
超えている 

150～200mm 

200～mm 

6月26日～7月1日 24時間最大 



250～300mm 

300～400mm 

400～mm 

7月3日～7月8日 24時間最大 



平成３０年７月１１日　11：00　現

H30.7.4(水) ※H30.7.10片側交互通行

(国)１５６号

郡上市白鳥町歩岐島 地内

法面崩壊（山留ブロック崩壊）
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10分間レーダー雨量を足して1時間ごとに表示（実際の雨量ではない） 

岐阜大学工学部吉野先生によるデータ提供 



平成３０年７月１１日　11：00　現在

H30.7.4(水) ※H30.7.10片側交互通行

(国)１５６号

郡上市白鳥町歩岐島 地内

法面崩壊（山留ブロック崩壊）
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国道41号飛騨市内 
７月６日発生 

10分間レーダー雨量を足して1時間ごとに表示（実際の雨量ではない） 

（mm） 
（日時） 

岐阜大学工学部吉野先生によるデータ提供 





平成３０年７月１１日　11：00　現在

H30.7.4(水) ※H30.7.10片側交互通行

(国)１５６号

郡上市白鳥町歩岐島 地内

法面崩壊（山留ブロック崩壊）
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国道156号郡上市内 
７月４日発生 

（mm） 
（日時） 

10分間レーダー雨量を足して1時間ごとに表示（実際の雨量ではない） 

岐阜大学工学部吉野先生によるデータ提供 



崩壊

滑落線

歩道の隆起

←ブロック積の縦クラック

ブロック積はらみ出し

歩道の隆起

ブロック積の縦クラック

明確な変状が確認されない区間

ブロック積の横クラック

高山方面岐阜方面

高山方面

岐阜方面

高山方面

岐阜方面

高山方面

岐阜方面

高山方面

岐阜方面

高山方面

岐阜方面

高山方面

岐阜方面

歩道の隆起

落石防護柵の変状

井桁擁壁

（明確な変状が確認されない）

井桁擁壁

（国）１５６号 郡上市白鳥町歩岐島地内

滑落線

災害復旧事業

推進費

（明確な変状が無い）

推進費

（明確な変状が無い）

歩道の隆起

ブロック積の縦クラック

ブロック積の横クラック

災害復旧事業

災害復旧事業



平成３０年７月１１日　11：00　現在

H30.7.4(水) ※H30.7.10片側交互通行

(国)１５６号

郡上市白鳥町歩岐島 地内

法面崩壊（山留ブロック崩壊）

0

50

100

150

200

250

300

9 12 15 18 21 0 3 6 9 12 15 18 21 0 3 6 9 12 15 18 21 0 3 6 9 12 15 18 21 0 3 6 9 12 15 18 21 0 3 6

180704 180705 180706 180707 180708 180709

国道41号下呂市内 
７月８日発生 

（mm） 
（日時） 

10分間レーダー雨量を足して1時間ごとに表示（実際の雨量ではない） 

岐阜大学工学部吉野先生によるデータ提供 





３．集水地形のとおりに、降雨が供給された。 
４．普段水が通らないような場所であっても、水の供給量
が多いと、水の通り道になり得る 
 
• いくつかのサイトで、５ｍメッシュで作られた等高線を用

いて、土砂流出あるいは崩壊等と集水地形の関係性を
観察した。一般的な降雨量であれば、地盤が吸収した
り、集水地形を利用した排水処理などにより、斜面地に
与える影響を最小限にする処理が施してある。 
 

• 地表から浸透できなかった雨水、地盤の保水能力を超
えた雨水が、地表を移動し、普段水が通らないような地
形であっても、水の供給量が多いと、水の通り道になり
得た（予想） 
 

 
 
 





似たような地形や集水域でも、変状がある無しの違いは何か？ 





似たような地形や集水域でも、変状がある無しの違いは何か？ 



５．何らかの理由で、集水枡が詰まってあふれる場所があ
り、あふれた水が影響を及ぼしている 
 
• 集水枡が、降雨で洗われた土砂や流木などによって閉

塞し、あふれたことがきっかけで、その周辺に流出し、
路側や盛土に影響を与えている場所がある 
 

• ４．普段水が通らないような場所であっても、水の供給
量が多いと、水の通り道になり得た と関連する 
 
 

調査では、災害に関するデータを残すだけでなく、今後も
起こりうる降雨による地盤災害に「備える」ために、どのよ
うに情報を残すかを考える。 

以上 
 





ジオランド岐阜より 
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